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乗鞍岳高山帯における空中花粉・胞子(予報)
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Airborne pollen and spores in the alpin巴 beltofMt. Norikura， 

Central Honshu， ]apan (a prel iminary report) 

Nobuhiko 1弘RA*and Hideo TOYOKUNI* 

SYNOPSIS Airborne pollen grains and spores. both fern and fungal， were col 

lected by means of a Rotorod S田npler (TedBrownAssoc.， U.S.A. )atKuraiga-

hara (about 2， 600m above seaーlevel)in the alpine belt of Mt. Norikura (3，026. 

3m)， C entral Honshu， Japan on July 29， Aug. 13 and Aug. 14 in 1986， and were coun-

ted and roughly identified in the Biological Institute (Table 1). The present 

study is but a quite preliminary one. Such an investigation， however， will as-

sist in an understanding of the relation between pollen records and the aero-

ecology of the area concerned. 
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高山帯における花粉・胞子の空中生態研究のための予

備調査としてRotorodSampler (米国 TedBrown社)

を用いて捕集した花粉・胞子の観察結果を発表する。

植物名を記した。

考 察

Central 
本州

方 法

調査地は，長野県と岐阜県の県境Ir.位置する乗鞍岳

(3，026.3 m)の長野県側で，海抜高度約 2，600mの位ケ

原の高山帯ハイマツ林外である o 調査は， 1986年 7月29

日 8月13日および8月14日の 3回で，それぞれ午後 1

時から30分間RotorodSamplerを使用して行なった

(装置の詳細については豊国1979参照)0 捕集後，アク

リル製Rodを信大教養部生物学教室の実験室Ir.持ち帰り，

カルベラ液で染色後，光学顕微鏡(OlympusBH2)下で

Rodlr.付着した花粉・胞子の観察を行なった。

捕集された空中花粉の内で，マツ属 (Pinus)(マツ科)

のハイマツCP. ρwni1ωは相対的に大きな割合を占め，
8月14日が8月13日の約2倍となっている ζ とは.花期

のピークが近づいているととを示していると推定される。

また.花lζハエのなかまが訪れていたシュロソウ属<Ve-

ratrum) (ユリ科)のパイケイソウ(医albuωおよびコ
パイケイ CVstamin印刷 〔両種の種間雑種も存在〕や

モミジカラマツ属(Trautvetteria)(キンポウゲ手ヰ)の

モミジカラマツ (T.caro 1 i ni e担sisvar. japonica) 

結果

第 1表Ir.，捕集された花粉・胞子数を示した。シダ類

(Pter idophyta)と菌類 (Fungi) の胞子については，

参考スライド等の資料が不備のため，今回は一括して，

それぞれの総数を記録するのみに留めた。表中の花粉・

胞子の数は，大気3，600f中の数であらわした。( ) 

内Ir.は，調査地附近Ir.自生していた同属の植物の内で，

該当すると思われた種の花粉標本を観察・比較した上で，

*)信州大学教養部生物学教室 R恥Lib.Arts， Shinshu Univ;。

Table 1. A，irbornePollen ~nd Spores Collected 
(Nu / 3，ωo li t. a口)

July29 Aug.13 Aug.14 

Pinus 
3 60 118 (P. pumi la) 

VfVe. ra t rum 
album， V; stam ineum) O 10 13 

T包rautvetteria 
carol iniensis japonica) 

。 30 16 
Umbell iferae 。 4 。
Cyperaceae 1 2 3 

Ericaceae l 1 。
Other pollen grain s 4 。 4 
Fern spores 。 2 。
Fungal spores 8 47 12 
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の花粉が空中にある程度存在する ζとは，若干の風媒受

粉がある可能性を示唆するが，遠距離の風媒受粉の成功

度は高くはないとみなしてよいであろう。風媒植物であ

るカヤツリグサ科の花粉が少ないのは，調査地近辺にお

ける同科植物の存在密度が低いととによると恩われる。

今後， ζ ういった高山帯の花粉・胞子の空中生態の研

究を行なう上で着目したい点を若干あげてみたい。

古植生復元のための花粉ダイアグラム作製との関連に

ついて一一一土壌中の花粉を分析して，その地の植生の

変遷を追跡しようとする際，他の地域の植生からの花粉

の流入を考慮する必要がある。そのため11:::，現植生と土

壌表層花粉との関係の調査(守田 1984， Hi cks 1985， 

1986)や，気象と花粉の分散パターンとの関係を，同時

的多地点観測により調査する乙と(Marl王graf 1980) 

が行なわれてきている。乙の種の調査は未だ少ないよう

である。

植物の種子生産効率との関連についてー十一一種子植物

の繁殖の手段としての種子の生産には，無配生殖の場合

を除き，花粉が不可欠な条件であるといえる。風媒植物

の場合，大気中の同種花粉の量，ひいては花粉生産量

(斉藤・竹岡1983，1985. Reddi et al. 1980)は種子

生産量κ関係する一つの主要な要因であると考えられる。

なお，乙の花粉の分散・生産量の調査結果は，先述の花

粉ダイアグラムの評価にも役立つであろう(斉藤・竹岡

1985)。

今回は，僅か3回のサンプリングで全くの予備調査で

あったが，今後は上述の点に着目して，空中花粉・胞子

の観測を行なう予定である。
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